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◆窒素ドープアモルファスシリコンカーバイトを水プラズマ処理又はアンモニアプラズマ処
 理することにより、二酸化炭素還元触媒を得る二酸化炭素還元触媒の製造方法。
◆本製造方法により、二酸化炭素還元に対する光触媒活性を有する二酸化炭素還元触
媒を製造することができる。本発明の二酸化炭素還元触媒は、二酸化炭素還元に対
する光触媒活性を有し、Ｃ２化合物を生成することも可能である。

◆本製造方法により製造される二酸化炭素還元触媒及び二酸化炭素還元触媒電極は  
水素生成反応による阻害を受け難く、耐久性にも優れるので、光を利用した二酸化炭
素還元の触媒として好適に利用でき、例えば、光触媒を利用したＣＯ２の固定化による
シュウ酸、グリコール酸、酢酸等のＣ２化合物の合成に使用することができる。
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利用・用途・応用分野

電気化学触媒を使用するデバイス、一酸化炭素・ギ酸製造のための電気化学処理設備

目的・課題 解決ポイント

現在、二酸化炭素から太陽光のエネル
ギーだけで直接合成可能な炭化水素は
ギ酸やメタンがほとんどでエチレン等の
Ｃ２化合物を直接合成可能とする技術は
確立されていない。二酸化炭素還元に
対する光触媒活性を有する二酸化炭素
還元触媒を提供し、二酸化炭素還元に
よりＣ２化合物を生成できる二酸化炭素
還元触媒を提供することを課題とする。

◆窒素を導入したアモルファスシリコンカーバ
イトを作製し、これを水プラズマ処理又はアン
モニアプラズマ処理することにより、ＣＯ２還元
においてＨ２生成過電圧が高く、ＣＯ２を効率よ
く還元できる触媒が得られることを見いだした。
◆得られた窒素ドープアモルファスシリコン
カーバイト触媒は、電解によるＣＯ２還元触媒
としてだけでなく光によるＣＯ２還元触媒として
作用する。この触媒はシュウ酸（（ＣＯＯＨ）２）、
グリコール酸（ＨＯＣＨ２ＣＯＯＨ）、酢酸（ ＣＨ３
ＣＯＯＨ）等のＣ２化合物（炭素数が２個の化
合物）を生成でき、Ｃｕ等の助触媒を使用した
ものに比べて安定性が高く活性の低下を抑え、
長期作動が可能である。

アンモニアプラズマ処理の光触媒活性評価結果
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